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学校自慢 小平第一中学校  新型インフルエンザの 

平成21年度の教育費の総額(5 月臨時議会後)は、58億3,747 万9千円で、市の一般会計の11.6％となっており、前年度当初予算
に比べ約8,360 万円、約1.4％の増となっています。 
教育に関連する本年度の特徴的な事業と経費について紹介します。 

今年度の教育関係予算と主な事業 

新型インフルエンザにかかっている人が

咳やくしゃみをすると、空気中にウィルス

が飛散します。周りにいる人が空気中に

漂うそのウィルスを吸い込むことで感染す

ることもあります。新型インフルエンザは

東京都内でも発生しています。感染予防

及び感染拡大防止に向けて、ご家庭で、次

のことについてお子様と一緒に話し合って

いただきますようお願いいたします。 

（１）外出した後は、手洗い・うがいを

する。（日ごろからこまめに手を

洗う習慣をつける。） 

（２）睡眠を十分にとり、３食栄養バラン

スのとれた食事をとる。 

（３）咳、くしゃみの際はティッシュ等で

口や鼻を被い、他の人から顔をそら

す。 

（４）使ったティッシュは直ちに捨てる。

（５）外出時等には必要に応じてマスクを

着用するよう心がける。 

（６）発熱、嘔吐等症状が気になった場合

には、医療機関（多摩小平保健所

☎042-450-3111、発熱相談センター

☎03-5320-4509 等）に連絡をする。

折り紙の基礎から応用まで！ 

 

と き ６月２７日～７月１１日までの土曜日 

 午後１時３０分～３時３０分…全３回 

ところ  上水南公民館 

費 用 ５００円（材料費） 

対 象 市内在住の小・中学生 

 （保護者の同伴可） 

定 員 １５名 

講 師 石井静子さん（日本折り紙協会講師） 

申込み ６月６日（土）から１３日（土） 

   感染予防について
朝の読書活動とＰＴＡの一人一役学校支援活動 

小平一中では、朝読書の時間を設けて全員が好きな本を読んでか

ら、一日の活動をスタートしています。朝のひととき静寂の中で子ど

も達の脳は活発に活動しています。読書を通じて様々な知識や人々の

生き方を学んでいます。読書でも多く 

の人と出会っています。クラス担任以

外の教員も一緒になって読書をし、ま

た期間をきめて読み聞かせの時間をと

っており、あの先生はこんな本を読ん

でいるのだと生徒にも好評です。 

 耐震補強(大規模改造・エレベーターを含む)の実施 
      ······················ 4億6,230万6千円  

耐震補強工事は、鈴木小学校（校舎・体育館）、上宿小学校
（校舎・体育館）、上水中学校（校舎・体育館）、小平第八小学校

 （日・月曜日を除く）午前９時から午

後５時までに上水南公民館へ（電話可、

申込み多数の場合は抽選し６月１６日

（火）以降当選者のみに連絡） 

連絡先 上水南公民館 

 ０４２（３２５）４１３３ 

「友
ゆ う

・遊
ゆ う

」日程 
 日  時 メインメニュー 

午前10時～正午 「友・遊ひろば」で遊ぼう ６月６日 

(土) 午後1時30分～3時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう 

午前10時～正午 
子ども映画会(先着60人、視聴覚室)

ミッキーマウスのゆかいな船長さんほか６月13日 

(土) 
午後1時30分～3時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう 

午前10時～正午 
新聞紙を使ってファッションショーをし

よう （先着30名、無料、講座室２） ６月20日 

（土） 
午後1時30分～3時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう 

午前10時～正午 
ビーズですてきなチョーカーをつくろ

う！ （先着２０名、２００円、講座室２）６月27日 

(土) 
午後1時30分～3時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう 

※ 友・遊メニューは中央公民館で開催されます。参加される方は、当日、

メニューが開催される各部屋へ直接おいでください。 

※ 友・遊メニュー（折り紙、オセロ、囲碁、将棋、お手玉、トランプ、

ケン玉、おはじき、おしゃべりなど）は、「友・遊」開催中、いつでも

利用できます。 

※ ボランティアとして、小・中学生に教えていただける方々、また、   

子ども達と一緒に遊んでいただける方々を募集しています。 

 小平地域教育サポート・ネット事業の拡充 ··· 768万4千円 
学校支援ボランティアへの参加拡大と、学校と地域を結ぶコ

ーディネーターの育成を図ることにより、より開かれた学校づく
り・特色ある教育活動を推進します。（ボランティア活動支援講座
開催校及びコーディネーター世話人配置校を20校から24校に
拡充します。） (生涯学習推進課)
 放課後子ども教室推進事業の拡充·····  1,739万4千円 

放課後や週末などに小学校等を活用して、地域の方々の参
画を得て、子どもたちに勉強やスポーツ・文化芸術活動、地域
住民との交流活動等の機会を提供します。平成 21 年度では、
平成 20 年度実施の 8 校に、新たに 2 校（小平第七小学校、学
園東小学校）を加えて、10 校で実施します。 (生涯学習推進課)
 平櫛田中彫刻美術館の活性化·········  1,409万6千円 

開館 25 周年記念として、全国から平櫛田中の優れた作品を
借用し、記念展「巨匠 平櫛田中の世界」を開催するとともに、公
募によりロゴマークを作成します。また、作品3点の修復を行うほ
か、美術館独自のホームページを作成し、PR を図ります。 

 (生涯学習推進課)
 図書館情報化の推進························ 282万円 

地域資料のデジタル化を進め、図書館ホームページから情
報発信します。また、中央図書館に続いて、利用者開放用にイ
ンターネットに接続するパソコンを花小金井図書館及び小川西
町図書館に各 1 台設置して、情報提供を進めます。 (図書館)
 中央公園競技場四種公認更新工事·······  689万6千円 

中央公園競技場は日本陸上競技連盟から第四種公認競技場
として認定を受けていますが、平成 21 年 7 月に 5 年間の有効
期間が終了します。引き続き公認競技場として認定を有効とする
ため、必要な改修工事を実施します。 (体育課)
 新子どもキャンプ場の整備················ 8,100万円 

小川町一丁目土地区画整理事業の実施に伴い、子どもキャ
ンプ場を現在の場所から玉川上水付近に移転し、整備します。

 (体育課)
 緊急雇用創出事業(国)の実施 (教育部関連抜粋) 
      ···························· 630万5千円 

臨時的・一時的雇用・就業機会を提供します。 
 (生涯学習推進課)
・平櫛田中彫刻美術館ホームページ作成事業····105 万円 
・鈴木遺跡出土資料等整備事業················525 万 5 千円 

 緊急雇用創出事業(都)の実施 (教育部関連抜粋) 
      ···························· 642万5千円 

東京都の「緊急雇用創出区市町村補助金」を活用し、緊急雇
用創出を目的に実施します。 

・ティーチング・アシスタント事業(指導課)·····442 万 5 千円 
・郷土写真情報処理(図書館)··························200 万円 

 多摩･島しょ子ども体験塾事業の実施 (教育部関連抜粋) 
      ································ 328万円 

東京都市長会が創設した「多摩・島しょ子ども体験塾事業」の
助成金を財源として、次世代を担う子どもたちに様々な感動体
験を提供します。 (生涯学習推進課・体育課)

・よさこいスクールダンスフェスティバル ·············140 万円 
・子ども文化財体験講座··································13 万円 
・親子でラフティング体験·································48 万円 
・トップアスリートと走る少年少女マラソン大会 ·······71 万円 
・ツリークライミング 万円

このような読書で、スタートする一中は落ち着いた雰囲気で始まり

ます。昨年度から、小平市の研究推進校、協力校としてすべての教科

で「学力向上」を目標とし、「読む」「聞く」「書く」「話す」力を

高める授業研究を進めています。また、「学力向上」は授業のみなら

ず、授業以前の生活や活動での決まりを守ることも必要です。そのた

め、各家庭での生活、家庭学習の仕方なども家庭と連携し協力を得な

がら進めています。 

次の自慢は創立６３年になる一中のＰＴＡ活動です。市内ほとんど

の学校にＰＴＡや同じような活動団体があります。一中では会員一人

一人が１年間で学校の支援をするという「一人一役」制度が特筆すべ

きものです。子どもたちは思春期となり、学校の様子など話さなくな

る年頃になりますが、そんな年頃の生徒を持つ保護者の心配を解消し

てもらうための一助となっているものです。年３回ある学校公開の受

付を担当していただいたり、クリーンキャンペーンの参加、下校パト

ロールの参加など、保護者の皆さんに、中学校へ足を運んでもらえる

いいきっかけになっています。このようにして、一中は学校地域家庭

が一体となって日々活動しています。 

·········································56  

【 問合せ 】 小平市中央公民館 
TEL： 042－341－0861 

（体育館）で実施します。平成 21 年度で市内の小・中学校全校
の耐震補強工事は校舎、体育館とも終了します。 

大規模改造工事は、小平第八小学校（体育館）、鈴木小学校
校舎）、上宿小学校（校舎・体育館）、上水中学校（校舎）、花小

金井南中学校（校舎）で実施します。4 校の校舎においては、ガ
スストーブの FF 化も実施し、市内全小・中学校に FF 暖房機の
設置が完了します。校舎の工事にあわせて 4 校にエレベーター
とだれでもトイレを設置します。 (教育庶務課) 

（

 校舎増築事業の実施 ················· 1億8,460万円  
花小金井地区の教育人口の自然増に加え、周辺地域におけ

る開発が見込まれ、花小金井南中学校の生徒数が増加する見
込みであることから、校舎の増築工事を行います。また、東地区
での特別支援学級の生徒数の増加に伴い、あわせて増築棟に
特別支援学級を新設します。工期は、21年度・22年度の2か年
工事となります。 (教育庶務課) 
 防犯・防災体制の充実 (教育部関連抜粋) ·· 3,000万円  

小・中学校に設置してある災害対策用飲料水槽(3 か所)の改
修を行います。 (教育庶務課) 
 学校図書館の充実 ··················· 2,201万1千円  

小学校図書館における図書蔵書数の充実を進めるとともに、
中学校図書館には協力員を配置します。また、中央図書館で
は、学校図書館との連携を図るため、各学校と市立図書館の間
で図書集配を行うとともに、学校図書館相談員が各小・中学校を
巡回し、運営、整備に関わる相談業務を行います。 

 (学務課・図書館) 
 中学校給食食器の入替え ············· 1,773万9千円  

現在、学校給食センターにおいては、メラミン製食器を使用し
ていますが、洗浄設備等を改修することなくスムーズな入替えを
基本に、食器の安全性・耐久性を考慮した結果、ABS 合成樹脂
製の食器に全面入替を行います。 (学務課) 
 教育用コンピュータの整備 ··········· 2,848万7千円  

教員用パソコンを、小学校 19 校に各 7 台を配備し、また、中
学校8 校に各9 台を配備することにより、校務作業の軽減、教育
研究、児童・生徒への指導などの向上を図ります。 

平成21年度から平成23年度まで、小学校各7台、中学校各
9 台を配備することにより、全教員にパソコン配備が完了する予
定です。 (学務課) 
 ティーチング・アシスタントの拡充 ··· 1,202万1千円  

小学校にティーチング・アシスタントを配置し、教科指導の補
助及び小 1 プロブレムへの対応を行うことで、学力の向上を図り
ます。平成19 年度・平成20 年度に各6 校ずつ配置し、平成21
年度はさらに 7校に配置することにより、小学校全校への配置が
完了します。 
 コミュニティ・スクール推進事業の拡充 ·· 154万8千円  

平成 19 年度の小平第六小学校、平成 20 年度の小平第四小
学校に続き、小平第三小学校において、学校経営協議会を設
置し、学校の自立性・自主性を尊重しながら、学校、保護者、地
域との共創（共に創る）による教育活動の充実を図るとともに、地
域に開かれた学校づくりを推進します。 (指導課) 

FAX： 042－341－0883 
電子メール： kominkan@city.kodaira.lg.jp 
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─◦─◦─◦─◦─◦─◦─ 新しい学習指導要領になります ─◦─◦─◦─◦─◦─◦─ 

学習指導要領が改訂され、「新学習指導要領」が平成２０年３月末に告示されました。これまでの学習指導要領でも子

供たちの「生きる力」をはぐくむことを目指してきましたが、これからもその理念は変わりません。「生きる力」をより一層はぐく

むには、基礎的な知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力の育成の両方が重要であり、それぞれの力をバランスよく

のばしていくために、教科等の授業時数を増加するとともに、次のような視点で教育内容の改善を行いました。 

 

 

 

 

なお、新学習指導要領の完全実施は小学校が平成２３年度から、中学校が平成２４年度からになりますが、現行の学習

指導要領から円滑に移行するために、平成２１年度から移行措置として、一部内容が先行実施になります。   (指導課)

＊学習指導要領  全国どこの学校で教育を受けても一定の教育水準を確保するために、各教科等の目標や内容など

を文部科学省が定めているもので、教科書や学校での指導内容のもとになるものです。 

① 言語の力をはぐくむ  ② 理数の力をはぐくむ  ③ 外国語教育を充実する 

④ 伝統や文化に関する教育を充実する  ⑤ 新しい時代に対応した教育を充実する 

⑥ 規範意識や他人を思いやる心をはぐくむ  ⑦ 健やかな体を育てる 

就学指導委員会日程表 

回 開催日 対象 
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き
、
愛
に
生
き
た
越
後
の
戦
国
武
将 

直
江
兼
続
を
主
人
公
と
し
た
大
河
ド
ラ
マ

「
天
地
人
」
が
高
視
聴
率
を
獲
得
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
生
き
残
り
を
賭
け
、
利
を
求
め

た
戦
国
時
代
と
、
現
在
の
極
め
て
厳
し
い
社
会
状
況
が
重
な
り
、
人
間
ら
し
い
生
き
方
や

社
会
の
在
り
方
を
見
つ
め
直
す
動
き
の
表
れ
の
一
つ
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
は
、
た
く
ま
し
く
、
創
造
的

に
生
き
る
力
と
な
る
真
の
学
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
話
題
の
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
等
の
数
値
に
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、
学
年
と
し
て
教
科

と
し
て
学
校
と
し
て
経
年
経
過
を
分
析
し
、
そ
の
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
結
果
を

子
供
一
人
一
人
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。 

子
供
た
ち
は
自
分
に
真
剣
に
向
か
い
合
っ
て
く
れ
る
教
師
の
も
と
で
は
、
失
敗
を
恐
れ

ず
、
ち
ょ
っ
と
肝
を
冷
や
す
こ
と
で
も
勇
気
を
奮
い
起
た
せ
て
挑
戦
し
、
不
屈
の
意
志
の

根
っ
こ
を
地
中
深
く
張
っ
て
行
く
も
の
で
す
。 

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
開
発
者
で
あ
る
信
州
大
学
工
学
部 

遠
藤
守
信
教
授
は
、
日

本
の
創
造
力
教
育
は
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
歴
史
的
に
も
、
日
本
流
の
も
の
づ

く
り
に
は
単
な
る
物
ま
ね
で
な
い
、
セ
ン
ス
あ
る
気
付
き
や
工
夫
が
あ
る
と
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。 

し
か
し
一
方
で
、
小
学
生
の
約
三
割
が
「
太
陽
は
東
に
沈
む
」
、
約
四
割
が
「
太
陽
が

地
球
の
周
り
を
回
る
」
と
答
え
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
安
心
し
て
学
習
に
集

中
で
き
な
い
生
活
環
境
等
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。 

孟
子
は
「
天
の
時
は
地
の
利
に
如
か
ず
、
地
の
利
は
人
の
和
に
如
か
ず
。
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。
将
来
が
不
透
明
で
不
安
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
天
が
も
た
ら
す
幸
運
や
良
い
条

件
を
待
ち
望
む
の
で
は
な
く
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
一
人
一
人
が
持
て
る
個
性
を

精
い
っ
ぱ
い
発
揮
し
、
知
恵
と
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
し
か
、
自
分
た
ち
の
未
来
を
切
り

拓
い
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。 

改
め
て
「
教
育
は
人
な
り
」
「
人
間
は
教
育
の
産
な
り
」
と
の
思
い
を
強
く
い
た
し
て

お
り
ま
す
。 

◎
講
座
・
講
演
会 

今
年
度
は
、
子
ど
も
向
け
の
講
演
会
を
来
年
の

春
休
み
に
１
回
、
児
童
文
学
・
絵
本
な
ど
に
関
す

る
講
演
会
を
３
回
、
連
続
講
座
を
１
回
予
定
し
て

い
ま
す
。
（
保
育
つ
き
の
講
演
会
も
あ
り
ま
す
。
）

ま
た
、
そ
の
他
に
児
童
文
学
な
ど
に
関
す
る
展
示

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

◎
夏
休
み
お
す
す
め
本
リ
ス
ト 

毎
年
、
お
も
し
ろ
く
読
め
て
良
質
な
本
を
紹
介

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
夏
休
み
前
に
小
・
中
学

校
を
通
じ
て
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
配
布
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
楽
し
い
本
を
紹
介
し
ま
す
。 

◎
「
夏
休
み
家
族
一
日
図
書
館
員
」 

夏
休
み
に
、
家
族
と
一
緒
に
図
書
館
の
仕
事
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

市
内
の
方
を
対
象
に

募
集
し
ま
す
。 

［
開
催
の
予
定
］ 

 

７
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
～ 

 

中
央
・
地
区
図
書
館 

８
館
で
実
施 

 

申
込
み
に
つ
い
て
は
、
市
報
７
月
５
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

◎
学
級
文
庫
へ
の
貸
出 

小
学
校
の
学
級
文
庫
用
と
し
て
、
学
期
ご
と
に

１
ク
ラ
ス
50
冊
の
本
を
貸
し
出
し
ま
す
。
中
央
図

書
館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

問
合
せ 

中
央
図
書
館 

 

電 

話 

０
４
２
（
３
４
５
）
１
２
４
６ 

平
成
21
年
度 

図
書
館
行
事
等
の
ご
案
内 

◎
お
は
な
し
会
・
絵
本
の
へ
や 

小
平
市
内
に
は
す
べ
て
の
図
書
館
に
「
お
は
な
し

室
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
保
護
者
の
方
と
乳

幼
児
を
対
象
と
し
た
「
絵
本
の
へ
や
」
や
、
４
才
児

か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
「
お
は
な

し
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

◎
「
お
は
な
し
室
」
は
団
体
利
用
も
で
き
ま
す
。 

「
お
は
な
し
室
」
は
幼
稚
園
・
小
学
校
な
ど
の

グ
ル
ー
プ
が
、
読
み
聞
か
せ
の
練
習
や
本
に
関
す

る
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
利
用
日
の
１
か
月
か
ら
１
週
間
前
ま
で
に
希

望
の
図
書
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

お
は
な
し
会
や
学
習
会
な
ど
図
書
館
行
事
を
優
先

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

※ 

読
み
聞
か
せ
の
絵
本
選
び
な
ど
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
市
立
図
書
館
と
子
ど

も
文
庫
連
絡
協
議
会
が
作
成
し
た
「
読
み
聞

か
せ
に
む
く
絵
本
の
リ
ス
ト
」
（
貸
出
可
）

も
あ
り
ま
す
。 

※ 

ま
た
、
「
小
平
市
な
る
ほ
ど
出
前
講
座
・
デ

リ
バ
リ
ー
こ
だ
い
ら
№
48
『
子
ど
も
と
読
書

〈
本
の
た
の
し
み
〉
』
」
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
（
こ
ち
ら
の
申
し
込
み
は
政
策
課
ま
で
）

電
話 

０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
０
３ 

◎
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会 

お
は
な
し
会
で
子
ど
も
た
ち
に
語
っ
て
い
る

「
お
は
な
し
」
を
大
人
の
方
に
聞
い
て
い
た
だ
け

る
機
会
で
す
。
保
育
つ
き
で
行
い
ま
す
。 

［
開
催
の
予
定
］ 

あたたかいご寄付
    ありがとうございました 
○坂本 トシエ 様 １ ８月18日(火) 小学校入学者 

２ ８月20日(木) 小学校入学者 

３ ８月24日(月) 中学校入学者 

４ ８月28日(金)

蔵
書
点
検
に
伴
う 

臨
時
休
館
に
つ
い
て 

６
月
９
日
（
火
）
か
ら
、
市
内
の
図
書
館

が
順
番
に
本
の
点
検
作
業
の
た
め
休
館
い
た

し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
蔵
書
点
検
は
、
全
館
同
時
に
は

実
施
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
開
館
し
て
い
る

図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

臨
時
休
館
す
る
図
書
館
と
期
間 

６
月
９
日
（
火
）
～ 

６
月
12
日
（
金
） 

 
 

 

花
小
金
井
図
書
館
・ 

 
 

 

小
川
西
町
図
書
館
・
喜
平
図
書
館 

６
月
15
日
（
月
）
～ 

６
月
19
日
（
金
）

 
 

 

中
央
図
書
館
・
花
小
金
井
北
分
室 

 
 

 

小
川
分
室
・
上
水
南
分
室 

６
月
23
日
（
火
）
～ 

６
月
26
日
（
金
）

 
 

 

仲
町
図
書
館
・
上
宿
図
書
館
・ 

 
 

 

津
田
図
書
館
・
大
沼
図
書
館 

◆ 

あ
ゆ
み
教
室
入
室
手
続
き 

 

『
あ
ゆ
み
教
室
』
へ
通
室
を
希
望
す
る
場

合
に
は
、
校
長
・
担
任
・
保
護
者
等
で
よ
く

相
談
の
上
、 

① 

保
護
者
は
校
長
宛
に
「
あ
ゆ
み
教
室
入

室
申
込
書
」
を
提
出
し
ま
す
。 

② 

こ
れ
を
受
け
て
、
校
長
は
教
育
委
員
会

指
導
課
長
宛
に
、
「
あ
ゆ
み
教
室
入
室
意

見
書
」
を
添
え
て
「
あ
ゆ
み
教
室
入
室
申

込
書
」
を
提
出
し
ま
す
。 

③ 

入
室
検
討
会
を
経
て
、
入
室
が
決
定
し

ま
す
。 

 

な
お
、
手
続
き
を
す
る
前
に
、
あ
ゆ
み
教

室
の
見
学
と
相
談
員
と
の
面
談
を
お
願
い
し

ま
す
。 

（
見
学
・
面
談
の
際
は
事
前
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。
） 

 

ま
た
、
あ
ゆ
み
教
室
は
年
度
単
位
の
た
め
、

次
年
度
も
通
室
を
希
望
す
る
場
合
は
、
改
め

て
新
年
度
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

◆ 

学
校
と
の
連
携 

 

学
校
復
帰
に
は
、
学
校
（
特
に
担
任
）
の

理
解
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
あ
ゆ
み
教

室
で
は
相
談
員
を
窓
口
に
学
校
と
連
絡
を
密

に
し
て
い
ま
す
。 

〈
主
な
連
携
〉 

① 

担
任
連
絡
会
…
学
期
ご
と
に
開
催
し
、

情
報
交
換
を
通
し
て
児
童
・
生
徒
に
つ
い

て
の
共
通
理
解
を
図
る
。 

② 

通
室
報
告
書
…
毎
月
の
通
室
日
時
、
学

習
・
生
活
の
様
子
に
つ
い
て
学
校
に
報
告

す
る
。 

③ 

行
事
等
へ
の
参
加
…
担
任
と
連
絡
を
と

り
、
定
期
試
験
や
そ
の
他
行
事
に
参
加
で

き
る
よ
う
工
夫
す
る
。 

問
合
せ 

あ
ゆ
み
教
室
（
上
図
参
照
） 

 
 
 
 

（
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
３
階
） 

電 

話 

０
４
２
（
３
４
３
）
９
２
７
１ 

６
月
の
教
育
委
員
会
定
例
会 

日
時 

６
月
26
日(

金)

午
後
２
時
00
分
～ 

場
所 

市
役
所
５
階 

５
０
３
会
議
室 

ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す(

傍
聴
席
は
20
席)

。 

ま
た
、
会
議
録
は
市
役
所
１
階
市
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
や
、
小
平
市
教
育
委
員
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

中学校入学者 

５ ９月８日(火) 中学校入学者 

６ ９月15日(火) 小学校入学者 

７ 10月16日(金) 小学校入学者 

８ 10月26日(月) 中学校入学者 

９ 11月13日(金) 小学校入学者 

10 11月20日(金) 中学校入学者 

＊就学指導委員会の前に、医師診察、発達検査を

受ける必要があります。詳しくは、就学相談担

当までお問い合せください。 

＊

し 

し 

図
書
館
の
行
事
等
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
報
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。 

ど
う
ぞ
図
書
館
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス 

h
t
t
p
:
/
/
l
i
b
r
a
r
y
.
k
o
d
a
i
r
a
.
e
d
.
j
p
/
 

七宝用電気炉 
（１４２,８００円相当） 
中央公民館で活用させていただ

きます。 
○安藤 浩 様 

一輪車 ３台 
（３３,０００円相当） 
小平第二小学校で活用させてい

ただきます。 
○(株)アイティープラス 様 

１,０００,０００円 
小平市育英基金に繰り入れ活用

させていただきます。 
○小平図書館友の会 様 

パンフレットラック １点 
（６９,０９０円相当） 
ウォータークーラー １台 
（１０５,０００円相当） 
掛け時計 １台 
（８,４００円相当） 
小平市立図書館で活用させてい

ただきます。 
○小平第八小学校ＰＴＡ 様 

綱引きロープ １本 
（６５,３１２円相当） 
小平第八小学校で活用させてい

ただきます。 
○青梅信用金庫 様 

３００,０００円 
小平市育英基金に繰り入れ活用

させていただきます。 
○メガネ・コンタクトアイアイ 

３６９＋ 様 
１６０,０００円 
小平市育英基金に繰り入れ活用

させていただきます。 

 

『
あ
ゆ
み
教
室
』
は
、
何
ら
か
の
理
由
で

学
校
生
活
に
な
じ
め
ず
、
不
登
校
や
そ
の
傾

向
に
あ
る
市
立
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

を
学
校
復
帰
に
向
け
て
支
援
す
る
た
め
に
開

設
さ
れ
た
教
室
で
す
。
こ
こ
で
は
、
学
習
や

生
活
に
つ
い
て
指
導
・
援
助
し
、
ま
た
相
談

活
動
を
通
し
て
心
の
安
定
を
図
り
、
学
校
復

帰
へ
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。 

◆ 

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か 

 

一
人
一
人
の
児
童
・
生
徒
の
気
持
ち
や
希

望
に
沿
っ
て
学
習
の
手
助
け
を
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
・
行
事
な
ど
を

通
し
て
自
立
心
や
社
会
性
を
養
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
専
任
の
相
談
員
が
、
児
童
・
生
徒

や
保
護
者
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
に
あ
た
り
ま
す
。 

あ
ゆ
み
教
室
の
ご
案
内 

・


